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こあぷれす
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『協会２５年の重みに鑑みながら有機農業を
広げていく手立ての必要性』

理事　永田　洋一郎

　こあぷれすの前号でもお知らせしましたが，当鹿児島県有機農業協会は，1999年12月の創設以
来，２５年を経過し，今年５月の刊行に向けて記念誌の編纂作業をすすめておりますが，その担
当理事を仰せつかっております。現時点で，数十名の方々から投稿を頂いておりますが，その玉
稿を一つひとつ拝読させていただく中で，有機農業や協会運営に対する幾多の視座を頂き，認識
を新たにしたケースもあります。この拙稿では，編纂作業を通じて知り，そして感じ得た情報を
下に，有機農業の現状や今後の方向性等について言及できればと思います。
　
　まず，投稿された内容や座談会形式での実践生産者の懇談の中で，故大和田世志人・明江御夫
妻の御労苦や御功績に，様々な形で感謝の意を表されています。特に明確な理念の下での推進・
突破力，販売まで視野に入れた組織づくりと協会運営という二足の草鞋を履いての卓越した行動
力によって，有機農業の普及と協会２５年の礎を築かれたことには，今更ながら感銘させられて
います。
　故世志人氏は「我々がめざすべきは，我れひとりの有機農業ではなく，自分たちの住む地域ぐ
るみの有機農業への転換であり，めざすは農的循環社会への転換である。」と，故明江氏は，当
時JAS法改正への対応に追われた１年を振り返り，「希望に満ちた豊かな有機農業なくして，認証
制度の完成度だけがどんなに高まっても，一体それが何になるのでしょう。」と，それぞれ「土
と健康」に寄稿されていますが，故御夫妻の正に有機農業への熱い思いが感じられる一節であり
ます。
　一方，２５周年記念誌の編集座談会に出席され，有機農業を始めて４５年になるというベテラ
ンの有機生産者は，後継者も育ち，次世代への経営継承もなされている立場でありますが，現在
も理事として協会運営に関わっておられます。就農して２０年というその後継者は，記念誌への
投稿の中で，「鹿児島の有機農業先駆者の子に生まれ、わが身をその渦中に置いてきた私にとっ
ては，有機農業の時代変化は人生そのものです。」「有機農業がかなり情報化されており，いま
私が参入するならば徹底的に勉強してから就農することは間違いありません。」「有機農業を始
められた父の世代の大先輩方には感謝しかありません。」と記述しておられます。
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　このように，二代目の有機農業者にとっては，長い間の有機農業の生
産技術の習得や販路の確保など，先代の様々な研鑽・苦労の経緯を十分
観て育ち，体得できる状況の中で，当然「有機農業って何だ」「なぜ有
機農業なのか」という基本的理念や原理は，生産現場や販売対応を通じ
て，自ずと引き継がれ十分に理解できる環境にあったと言えます。 逆
に，グループ形態での有機農業参入や新規就農という立場で参入する場
合，こうした基本的理念等の取得・継承はなされづらい状況にあると考
えられます。

　現在，協会による有機認証事業件数は，現在４００件を超えていまし
たが，この一年は新規・廃止で一進一退の状況が続いています。新規認
証が多いのは茶業部門でありますが，有機茶の価格が高水準で推移して
いることも要因の一つかもしれません。また農業への新規就農者は有機
農業をめざす者も出てきており，市町村の窓口を通じて，研修制度を活
用している事例もあります。一方，廃止の理由の多くは，高齢化が大き
な要因でもありますが，そのほかにも技術習得や販路確保が難しく，生
業として成立しなかったという例もあります。
　
　この間，有機農業の啓発については，オーガニックフェスタ，オーガ
ニックな森じかん等の関連イベントやOrganic等の広報誌等を通じて，
一般市民や消費者等に行ってきており，有機農業や有機農産物・加工品
に対する理解への取組みは，一定の成果を上げてきていると認識してい
ます。

　それでも，こうした一般市民や消費者の有機商品に対する多くのニー
ズに応えるべく，有機農業のシエアを広げていくことが肝要で，有機認
証事業者数やその認証面積，認証食品加工業者等をもっと増やしていく
手立てを積極的に検討していく必要があります。そのためにもリタイア
者の有機的資源を地域内等でどう継承させることで，有機栽培者や面積
の減少をどう食い止める等、”有機農業を減らさない”ための手法の検
討についても，今後課題として取り上げ、問題解決策を検討していく必
要があると感じます。
　認証機関として，認証開始後２０数年を経て，４００件を超える認証
件数に至った背景には，一種のポリシーに沿って有機農業にこだわり，
協会をも牽引して来られた先駆的有機農業者の方々の取組み・支えがあ
ってなされた成果であることは間違いありません。

　今後の有機農業の針路として，前段のような先駆的有機農業者の精神
を受け継ぎながら，現在の認証事業者やこれから有機農業の認証を受け
る事業者に対し，有機JAS法や技術的手法はもちろんのこと，有機農
業の理念や健康・医学など幅広い分野での情報提供を引き続き行いなが
ら，有機農業を広げていくための理解や協力を強力に求めていくことも
必要ではないかと考えます。
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第17回オーガニックフェスタかごしま 開催報告！
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　お手伝いいただきました会員、検査員、判定員、理事の皆
さま、またご協賛頂いた皆さま、ありがとうございました。
　これからもオーガニックフェスタかごしまをどうぞよろし
くお願いいたします(^^♪
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　今年で17回目を迎えた「オーガニックフェスタかごしま
2024」。新体制のもと、事務局と実行委員が分担して運営にあ
たりました。手探りの中でのスタートで、アルバイトの方々の
サポートもあり、無事に当日を迎えることができました。 多く
のご協力により、当日も会場は賑わいに溢れた2日間となりま
した。
　昨年から始まった「エコクイズ」も、今年は大きな進展を見
せました。 昨年は十分な周知が課題でしたが、今年は出店者や
来場者への情報共有を徹底したことで、多くの方にご参加いた
だき、会場全体で盛り上がりを見せました。地球にやさしい選
択をみんなで楽しみながら学ぶ―そんなイベントとして、一歩
前進できたのではないでしょうか。
　さらに、フェスタを支えもう一つの大きな力は、毎年100名
を超える学生ボランティア・社会人の皆さんです。各エリアで
朝から夕方まで熱心に活動してくれた姿がとても印象的でし
た。若い力が、オーガニックフェスタの「未来」となる―そん
なその光景を何度も目にする17回目のフェスタとなりました。
　これからも、環境に配慮した持続可能な社会の実現に向け
て、来年も、皆さんと一緒にさらに素晴らしいフェスタを作り
上げることを楽しみにしています。

　



　鹿児島市内から約１時間ほどのところにある川辺。根占な
ど遠くからお越しの出店者の方々もはるばる川辺までありが
とうございました！
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　「自然と共に、循環を感じるひととき」
　今回の会場となった川辺の森は、木々に囲まれた心地よい空
間でした。鹿児島の10月はまだ暑さが残るものの、木漏れ日が
穏やかに差し込む森の中では、時間がゆったりと流れ、訪れた
人々はそれぞれに思い思いの「森じかん」を楽しんでいる様子
が印象的でした。
　シンボルツリーの周りには、オーガニックな食品や手作り雑
貨、環境に優しい商品を扱うお店が軒を連ね、訪れた人々が自
然の恵みを感じながら買い物や食事を楽しんでいました。
　身体に優しい素材をふんだんに使った商品はもちろん、出店
者の皆さんが持つ「人と自然を大切にしたい」という想いが、
イベント全体を通じて感じられました。

「大盛況の2回目開催」
　今年は多くの方にご来場いただき、駐車場が満車になるほど
の大盛況。
　待ち時間が発生する場面もありましたが、訪れた方々はご不
満を言うこともなく、笑顔で過ごしてくださる優しい雰囲気が
森全体に広がっていました。
この場で過ごした時間は、まさに「人と自然、そして人と人と
の循環」を感じる温かなひとときだったと言えるでしょう。

「次回への課題と展望」
　今回の課題として浮かび上がったのは、駐車場や待ち時間の
改善です。
　すべてのお客様にもっと快適に過ごしていただけるよう、次
回はよりスムーズな運営を目指していきます。
　しかし、訪れた方々の笑顔とおだやかな時間を見て、「森じか
ん」のコンセプトが多くの人に共感されていると感じました。
来年もまた、自然に寄り添い、心地よい循環が生まれるような
森が見つかれば、そこから新たな「森じかん」が始まることで
しょう。
　自然の中で過ごす贅沢なひととき、そして人とのつながりを
感じる「オーガニックな森じかん」。
次回も皆さまにお会いできることを楽しみにしています🎵

　

第2回！第2回！オーガニックな森じかん　10月13日（日）開催報告！オーガニックな森じかん　10月13日（日）開催報告！



OTAFUKU INTRODUCTION

お多福たまご

KIRISHIMA

お多福たまごHP

お多福たまご
住所：鹿児島県霧島市横川町下ノ3179―1

認証取得　2024/7/3　畜産1001
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　2024年10月21日（月）、国際畜産動物福祉団体（CIWF）による「グッ
ド・ファーム・アニマル・ウェルフェア・アワード」がフランス・パリで開
催され、15カ国以上から49社が受賞し、日本からは２社の養鶏場が受賞しま
した。
 
　このアワードは、アニマルウェルフェア及び持続可能で自然に優しい食品
の生産に積極的に取り組む企業を表彰するものです。
 
　今回、畜産動物の福祉向上に向けた取り組みが高く評価され、「オーガニッ
ク放牧卵 お多福たまご」及び「オーガニック烏骨鶏卵 霧島烏骨鶏」が「グッ
ドエッグアワード」を受賞いたしました。
　鹿児島では、昔から「庭先養鶏」の文化があります。しかし、昔は当たり
前だった鶏たちが自由に動き回る姿も、今では珍しくなり、日本での平飼
い・放し飼いの割合は１～５％ではないかといわれています。
 
「お多福たまご」「霧島烏骨鶏」の鶏たちは、毎日野外放牧場で日光浴をした
り、砂浴びをしたり、散歩をして、時には木陰で休みながら、土や野草をつ
いばんで暮らしています。
　与える餌は、オーガニックの「お米」「麦」「大豆」などの国産原料をメイ
ンとした手作りの発酵飼料を与えています。日々の作業や、害獣対策など、
課題は多く、休みのない日々ですが、お客様の「安心して美味しく食べるこ
とが出来る」という声が励みとなり、日々頑張っています。

　今回頂いた「グッドエッグアワード」は、私たちにとって「世界の養鶏の
現状」を知ることが出来る、とても学びの多い賞となりました。オーガニッ
ク放牧卵の生産により、これからの日本の鶏たち(動物福祉)の未来や、オーガ
ニックの普及活動に貢献出来ればと思っています。

有機畜産物の生産行程管理者
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　今年度も4分の3期が終了し残すところ約3カ月となりました。年会費をまだ納入いただいて
いない会員様には、できるだけ早めにご入金いただきたく、お願い申し上げます。
ゆうちょ銀行をご利用の方は同封の振込用紙をご利用ください。その他の口座は以下の通りで
す。
当協会のさまざまな活動は、会員のみなさまの会費によりまかなわれております。引き続き、
ご支援の程よろしくお願い申し上げます。

協会からのお知らせ
年会費納入のお願い

Information

フォローアップ講習会開催のお知らせ

　2月18日(火)にかごしま環境未来館(鹿児島市)でフォローアップ講習会を開催いたします。令
和6年7月に改正された有機4規格（農産、加工、畜産、飼料）の改正や、有機JASの運用改善
など、近年の動向についてご説明いたします。
　
　また、検査員からはこれまでの検査での不適合事項や潜在的不適合事項の事例に触れながら
日常業務での注意点についてご説明させていただきます。各種記録類に関する点など、何らか
の不適合を指摘されている事例は多く見受けられます。この機会に改めてご自身の業務を見直
してみませんか。

　参加をご希望される方は先に郵送しました申込用紙か、当協会のHPからダウンロードした
申込用紙によりお申し込みください。たくさんのご参加をお待ちしております。
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